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四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
わ
が
国
で
は
、
訪
日
外
国

人
旅
行
者
の
9
割
以
上
が
航
空
機
を
利
用
し
て
訪
れ

て
い
ま
す
。
空
港
は
日
本
の
玄
関
口
と
も
い
え
ま
す
。

　
急
増
す
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
や
航
空
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
今
、
空
港
の
機
能
強
化
を
す
べ
く
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
東
京

国
際
空
港（
羽
田
空
港
）と
成
田
国
際
空
港（
成
田
空

港
）の
首
都
圏
空
港
は
、“
日
本
と
世
界
”“
首
都
圏
と

地
方
”を
つ
な
ぐ
要
衝
で
あ
り
、国
際
競
争
力
の
強
化

や
地
域
活
性
化
な
ど
の
た
め
に
急
ピ
ッ
チ
で
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
首
都
圏
空
港
の
機
能
強
化
の
ほ

か
、
地
方
空
港
に
お
け
る
取
り
組
み
や
空
港
運
営
の

民
間
委
託
、
航
空
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
な
ど
の
施

策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

特集

飛
躍
す
る
空
港

3
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増
大
す
る
航
空
需
要
に
向
け
て

全
国
の
空
港
を
機
能
強
化首

都
圏
空
港
の
発
着
容
量
は
現
在
年
間
約
75
万
回

で
す
が
、
約
１
０
０
万
回
へ
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
も
、
ア
ジ
ア
地
域
の
主
要

都
市
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
発
着
容
量
を
誇
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
１
０
０
万
回
が
実
現
す
れ
ば
、
ロ
ン
ド
ン

（
１
１
４
万
回
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク（
１
２
６
万
回
）に

匹
敵
す
る
世
界
最
高
水
準
の
発
着
容
量
に
な
り
ま
す
。

首
都
圏
空
港
の
機
能
強
化
は
、観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
目

標
達
成
や
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
円
滑
な
開
催
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、わ
が
国
お
よ
び
首
都
圏
の
国
際
競
争
力
の

強
化
、ま
た
、
日
本
全
国
の
地
域
活
性
化
の
た
め
に
も

必
要
で
す
。

世
界
の
主
要
な
44
都
市
を
対
象
に
都
市
の
力
を
表

す
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
総
合
的
に
評
価
し
た「
世
界

の
都
市
総
合
力
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
７
」（
森
記
念
財

団
発
表
）で
、東
京
は
ロ
ン
ド
ン
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
次

ぐ
世
界
第
３
位
の
評
価
を
得
ま
し
た
。
前
年
と
同
じ

順
位
で
し
た
が
、訪
日
外
国
人
の
増
加
や
、国
際
線
の

直
行
便
就
航
都
市
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
２
位
と

の
差
を
縮
め
ま
し
た
。
分
野
別
で
み
る
と
、交
通
・
ア

ク
セ
ス
分
野
が
前
年
11
位
か
ら
大
き
く
上
昇
し
た
も

の
の
６
位
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
ラ
ン
ク
ア
ッ

政
府
が
平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た「
明
日
の

日
本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」（
以
下
、
観
光
ビ

ジ
ョ
ン
）で
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
２
０
２
０
年

４
０
０
０
万
人
、
２
０
３
０
年
６
０
０
０
万
人
と
い
う

目
標
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

９
割
以
上
が
航
空
機
を
使
っ
て
日
本
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、空
港
の
機
能

強
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
国
際
・
国
内
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
、わ
が
国
の
国
際
競
争
力

の
強
化
や
、
人
口
減
少
が
進
む
地
方
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
首
都
圏
空
港
を
中
心
と
し
た

空
港
の
機
能
強
化
や
、
航
空
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
元
の
理
解
を
得
て

首
都
圏
空
港
を
機
能
強
化
し
、

世
界
最
高
水
準
の
発
着
容
量
を
目
指
す

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
空

路
で
入
国
す
る
外
国
人
の
４
割
強
が
利
用
す
る
、
東

京
国
際
空
港（
羽
田
空
港
）と
成
田
国
際
空
港（
成
田

空
港
）の
首
都
圏
空
港
の
機
能
強
化
が
必
要
不
可
欠

で
す
。

総  

論

114
162

37
59 42

70 65
100

51
83

72
97

126 129
100

ヒースロー、スタンステッド、ルートン
ガドウィック、シティ

349都市（国際334、国内15）

シャルルドゴール、オルリー
279都市（国際249、国内30）

JFK、ニューアーク、ラガーディア
224都市（国際123、国内101）

成田、羽田
150都市（国際102、国内48）

チャンギ国際
134都市（国際134、国内0）

香港国際（チェクラップコク）
142都市（国際142、国内0）

北京首都、南苑（国内のみ）
242都市（国際108、国内134）

仁川、金浦
145都市（国際137、国内8）

ロンドン（5） パリ（2） ニューヨーク（3） 東京（2）

シンガポール（1） 香港（1） 北京（2） ソウル（2）
凡 例

総発着回数
【万回/年】

総旅客数
【百万人/年】

※乗り継ぎ客
　は含まず

国内
国際

都市名（空港数）
対象空港

就航都市数（国際、国内）

119
目標

（１５０）

（59） （70）

（81）
（46）

（61）

（83）

（47）

（72）

（79）

（１2）

（１6）

（22）

（21）

75
+25

旅客数
も増加

今後の増加予定分

平成29年度時点の
空港処理能力

世界各都市内の空港の就航都市数・発着回数・旅客数

〈出典〉・発着回数、旅客数：ACI Annual World Airport Traffic Dataset, 2017 Edition（2016年のデータ）
　　　  ・就航都市数：OAG 時刻表（2017年3月26日～4月2日の定期旅客便のデータ）
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成田空港では、利便性・快適
性の向上に加え、おもてなしや
にぎわいの創出にも取り組ん
でいます。昨年、訪日外国人
旅行者に対し日本での滞在を
安心かつ快適に過ごしていた
だくための情報やサービスを
提供する「ビジター・サービス
センター」を第１ターミナルに
新設するとともに、到着時免税
店を各ターミナルにオープンし
ました。現在、第１ターミナル
３階（出国手続き後）において、商環境のさらなる拡充を目指し新たに
17店舗を整備する工事を行っています。他にも、全ターミナルにおいて

トイレの全面リニューアルを実施していま
す。特に利用者が多い11カ所のトイレに
ついては最新式の機器が備えられた「デ
ザイントイレ」とする整備を進めています。
また、日本文化に触れることができるイ
ベントを開催するなどソフト面でも「日本
にまた来たい」と思っていただけるような
「おもてなし」の演出を行っています。

プ
し
東
京
が
世
界
一
の
都
市
に
な
る
た
め
に
は
、国
際

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
弱
み
を
克
服
す
る
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
の
国
際
競
争
力
が
強
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
交
流
が
活
発
化
し
、

日
本
経
済
の
再
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、日
本
最

大
の
国
内
・
国
際
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
首
都
圏

空
港
が
よ
り
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、諸
外
国
の
成
長

力
を
国
内
各
地
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

現
在
、羽
田
空
港
お
よ
び
成
田
空
港
で
は
、発
着
容

量
を
増
や
す
機
能
強
化
策
が
検
討
・
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

特集 飛躍する空港

テ
ム
の
導
入
な
ど
、民
間
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
機

能
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
中
部
国
際
空
港
に
お

い
て
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ（
格
安
航
空
会
社
）専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
平
成
31
年
度
上
期
供
用
開
始
予
定
）な
ど
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、新
千
歳
空
港
、福
岡
空
港
、那
覇
空
港
に
お

い
て
は
滑
走
路
の
増
設
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
域
の
再
編

事
業
な
ど
を
軸
に
、
国
際
線
対
応
力
の
強
化
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、「
地
方
イ
ン
・
地
方
ア
ウ
ト
」の
誘
客
を
促

進
す
る
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、昨
年
７

月
、
地
方
自
治
体
な
ど
が
訪
日
客
誘
致
や
国
際
線
就

航
促
進
の
取
り
組
み
を
行
う
全
国
27
の
地
方
空
港
を

「
訪
日
誘
客
支
援
空
港
」と
し
て
認
定
し
、
国
際
線
着

陸
料
割
引
な
ど
の
新
規
就
航
・
増
便
へ
の
支
援
や
、搭

乗
橋
な
ど
の
旅
客
の
受
け
入
れ
施
設
整
備
へ
の
支
援

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
17
の
空
港
で
合
計

33
路
線
99
便
／
週（
昨
年
12
月
31
日
現
在
）の
国
際

旅
客
定
期
便
の
新
規
就
航
・
増
便
が
実
現
し
、
ま
た
、

昨
年
の
地
方
空
港
の
入
国
外
国
人
数
は
１
４
５
万
人

で
前
年
比
約
34
％
の
増
加
率
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
引
き
続
き
、
地
方
空
港
へ
の
国
際
線
就
航
促
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

（
羽
田
空
港
の
機
能
強
化
策
は
８
～
９
ペ
ー
ジ
、成
田
空

港
は
10
～
11
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
）

「
訪
日
誘
客
支
援
空
港
」と
し
て
認
定
し
、

地
方
空
港
へ
の
国
際
線
就
航
を
支
援

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
目
標
達
成
に
向
け
て
は
、

首
都
圏
空
港
以
外
の
拠
点
と
な
る
空
港
の
機
能
強
化

も
必
要
不
可
欠
で
す
。

関
西
国
際
空
港
お
よ
び
大
阪
国
際
空
港
に
お
い
て

は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
空
港
運
営
の
民
間
委
託
が

開
始
さ
れ
て
お
り
、「
ス
マ
ー
ト
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」シ
ス

甲冑の着装体験な
ど、“日本ならでは”
のイベントを開催

昨年８月にリニューアルした第２
ターミナル到着ロビーのデザイ
ントイレ。利用頻度の低い和式ト
イレをなくし、大型カートも入れ
る個室も用意。円柱の背後に多
機能トイレを左右対称に配置。

コラム1

2017年

成田
29％

羽田
14％関西

27％

福岡 8％

那覇 6％

中部 ５％

新千歳 6％

地方空港 ５％

※	主要７空港（羽田、成田、関西、中部、新千歳、福岡、那覇）以外の空港

出典：法務省出入国管理統計

地方空港※の訪日外国人受け入れ割合

成田空港が創出する快適おもてなし空間

ビジター・サービスセンターでは訪日外国人向
けのサービスや情報をワンストップで提供。内
装は木目と白を基調に、“水引き”のモチーフ
をアクセントに取り入れた、温かみがありかつ
モダンなデザイン。
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施設など
所有

運  営

国 民間
管制 滑走路など ターミナルビルなど

国

国 民間による一体運営

三セクなど

継続 譲渡運営権
の設定

「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」を
活
用
し
、

空
港
運
営
の
民
間
委
託
を
推
進

わ
が
国
の
空
港
は
施
設
に
よ
っ
て
運
営
主
体
が
分

離
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
国
が
設
置
し
管
理
す
る
国
管

理
空
港
の
場
合
、
航
空
系
事
業（
滑
走
路
や
誘
導
路
、

管
制
塔
な
ど
）は
国
、
非
航
空
系
事
業（
空
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
や
駐
車
場
な
ど
）は
地
方
自
治
体
が
出
資

す
る
第
３
セ
ク
タ
ー
な
ど
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
で
は
、
物
販
や
飲
食
な
ど
の
収
入
を
原

資
に
着
陸
料
を
引
き
下
げ
て
就
航
路
線
・
便
数
を
拡

充
す
る
と
い
っ
た
、
一
体
的
・
機
動
的
な
運
営
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
国
土
交
通

省
で
は
、国（
地
方
自
治
体
が
設
置
し
管
理
す
る
空
港

に
お
い
て
は
地
方
自
治
体
）が
土
地
な
ど
の
所
有
権

を
留
保
し
つ
つ
運
営
権
を
設
定
し
、
民
間
事
業
者
が

航
空
系
事
業
と
非
航
空
系
事
業
を
一
体
経
営

す
る「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」を
活
用
し
た
空

港
経
営
改
革
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

空
港
運
営
を
民
間
委
託
す
る
こ
と
で
、民
間

の
能
力
を
活
用
し
た
運
営
の
効
率
化
を
図
り
、

着
陸
料
な
ど
の
空
港
利
用
料
金
の
引
き
下
げ

や
、空
港
の
特
徴
を
生
か
し
た
機
動
的
で
柔
軟

な
料
金
設
定
を
通
じ
た
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

拡
充
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
空
港
施
設
そ
の
も
の
の
魅
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
集
客
力
を
強
化
す
る
こ
と
や
、
空
港
を
核

と
し
た
地
域
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
７
月
に
国
管
理
空
港
と
し
て
全

国
で
初
め
て
民
間
委
託
さ
れ
た
仙
台
空
港
で

は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
な
ど
の
誘
致
を
行
い
、
民
間

委
託
１
年
後
の
国
際
線
の
旅
客
数
が
前

年
比
約
１
・
７
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、
東
北
地
方
の
観
光
地
と
直
結
す
る

バ
ス
路
線
が
開
設
す
る
な
ど
空
港
ア
ク
セ

ス
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
は
高
松
空
港
と
神
戸

空
港
の
民
間
委
託
が
開
始
さ
れ
ま
す
。今

後
も
、福
岡
空
港
、北
海
道
内
の
７
空
港※

、

熊
本
空
港
な
ど
の
民
間
委
託
の
実
現
に

向
け
て
手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

官
民
一
体
で

航
空
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

航
空
需
要
の
拡
大
に
加
え
、
空
港
間

競
争
の
激
化
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
巡
る
脅

威
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
な
ど
、
空
港
を

め
ぐ
る
新
た
な
課
題
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
、生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を

背
景
に
空
港
で
働
く
職
員
の
人
手
不
足

な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応

し
、
利
用
者
目
線
で
世
界
最
高
水
準
の
旅
客
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
す
る
た
る
た
め
、先
端
技
術
の
活
用
に
よ
る

空
港
運
用
・
管
理
の
高
度
化
を
図
る「
航
空
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

航
空
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
あ
た
り
、「
官
民
」

や「
民
民
」の
協
調
が
特
に
不
可
欠
な
分
野
と
し
て
次

の
分
野
を
当
面
の
取
り
組
み
分
野
と
し
て
い
ま
す
。

❶FAST TRAVEL

（
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ベ
ル
）の
推
進

最
先
端
機
器
に
よ
る
搭
乗
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
や
手
荷

物
預
か
り
の
自
動
化
、保
安
検
査
の
高
度
化
な
ど
、ス

ト
レ
ス
フ
リ
ー
で
快
適
な
旅
行
環
境
に
向
け
た
空
港

で
の
諸
手
続
や
動
線
の
円
滑
化
を
図
る
。

❷
地
上
支
援
業
務
の
省
力
化
・
自
動
化

航
空
機
の
牽
引
や
乗
客
輸
送
用
の
バ
ス
な
ど
に
無

人
車
両
を
導
入
す
る
な
ど
、
地
上
支
援
業
務
の
省
力

化
と
自
動
化
を
図
る
。

国
土
交
通
省
で
は
本
年
１
月
、
定
期
航
空
協
会
お

よ
び
全
国
空
港
ビ
ル
協
会
と
共
同
で
、
第
１
回「
航
空

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
官
民
連
絡
会
」を
開
催
し
ま
し

※　新千歳、稚内、釧路、函館、旭川、帯広、女満別

FAST TRAVEL 事例

空港経営改革の概要（国管理空港の場合）

自動チェックイン 保安検査の高度化 新技術を活用した入国審査

共有チェックイン機（CUSS） スマートセキュリティ

高性能X線
検査装置

バイオカート
自動化ゲート

顔認証ゲート

自動チェックイン機の導入
により省力化と円滑化

新技術を活用することに
より、保安検査の高度化

審査待ち時間にバイオカー
トを使用し上陸者情報を
事前取得し、手続の省力化

チェックインなどの
簡略化・自動化

スマートセキュリティ
保安検査の高度化

CIQ（税関・出入国
管理・検疫）の革新

有人チェックイン 従来の保安検査 従来の入国審査

自動手荷物預け機
（CUBD）

出典 :成田国際空港株式会社、法務省HP



7

段差をなくした
ステップレス搭
乗橋

特集 飛躍する空港

羽田空港におけるユニバーサルデザインの実施

羽田空港では、ＵＤ（ユニバーサルデザイン）の考え
方に基づき誰もが使いやすいターミナルづくりを推進
しています。中でも国際線ターミナルは、設計段階か
ら有識者や航空会社、鉄道事業者などの関係事業者
などによる「ＵＤ検討委員会」を設置し、そこでの意見
や提案を設計・施工に反映しました。特に施工段階
では、トイレや案内サインなどについて38回にもわた
るワークショップを開催し、障がいのある方や子育て
中の方らへのヒアリングや実証検証などを行いました。
供用開始後も、隔年で「ＵＤ検討委員会」を開催し、必
要に応じた改善を実施してスパイラルアップを行って
います。今後は最新の ICT（情報通信技術）を活用した情報ＵＤを充実させ、さらなる利用
者の利便性・快適性向上に努めています。

た
。
こ
の
会
議
で
は
、FAST TRAVEL

と
地
上
支

援
業
務
の
省
力
化
・
自
動
化
の
推
進
に
向
け
、官
民
一

丸
と
な
っ
て
航
空
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
体
制

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
今
後
も
官
民
一
丸
と
な
っ

て
航
空
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

落
下
物
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

昨
年
９
月
に
航
空
機
か
ら
の
落
下
物
事
案
が
続
け

て
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
落
下
物
の
未
然
防
止

策
お
よ
び
万
一
事
案
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
の
強

化
の
両
面
か
ら
、こ
れ
ま
で
講
じ
て
き
た
落
下
物
対
策

を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
昨
年
11
月
か
ら
有
識
者

や
実
務
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る「
落
下
物
防
止
等

に
係
る
総
合
対
策
推
進
会
議
」を
開
催
し
、関
係
者
が

一
丸
と
な
っ
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、ま
ず
は
点
検
・
整
備
を
徹
底
す
る
な

ど
、未
然
防
止
策
の
徹
底
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

観
点
か
ら
は
、「
国
内
航
空
会
社
お
よ
び
日
本
に
乗
り

入
れ
る
外
国
航
空
会
社
が
遵
守
す
べ
き
落
下
物
防
止

対
策
基
準
の
策
定
」「
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
た

未
然
防
止
策
の
徹
底
」「
空
港
管
理
者
に
よ
る
駐
機
中

の
機
体
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
構
築
」な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

ま
た
、事
案
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
の
強
化
と
い

う
観
点
か
ら
は
、「
警
察
な
ど
の
協
力
も
得
て
落
下
物

に
関
す
る
情
報
収
集
の
強
化
」「
落
下
物
の
原
因
者
で

あ
る
航
空
会
社
に
対
し
て
行
う
処
分
な
ど
の
具
体
的

な
内
容
や
手
続
き
の
検
討
」「
関
係
す
る
航
空
会
社
が

連
帯
し
て
補
償
す
る
救
済
制
度
の
加
入
促
進
や
見
舞

金
制
度
の
創
設
」な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

さまざまなお客様の利用を考
慮し、機能的な機器配置がさ
れている多機能トイレ。緊急時
に光るフラッシュライトは一般
用トイレにも設置。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
り
組
み

昨
年
2
月
に
政
府
が
決
定
し
た「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
２
０
２
０
行
動
計
画
」で
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
向
け

た
さ
ら
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
う
と
と
も
に
、
全

国
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
水
準
の
底
上
げ
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
空
港
が
全
て
の
利
用
者
に
と
っ

て
よ
り
便
利
で
快
適
な
施
設
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き

バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

案内カウンターは車いす利用者にも配慮
したデザインに。航空機の座席まで利用
できる車イスの貸し出しも行っている。

コラム2

UDフォントを採用するなど判読し
やすいように工夫されているフライ
トインフォメーションボード。反射防
止のためガラスはいれていない。
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